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Searching for genes associated with allergic skin diseases in dogs

犬のアレルギー性皮膚疾患における犬のアレルギー性皮膚疾患における
疾患感受性遺伝子の探索疾患感受性遺伝子の探索
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再発性の慢性炎症を伴う瘙痒性の皮膚疾患
皮膚病変は顔面、四肢、腋下、鼠径部に紅斑、色素沈着、苔癬化
若齢（多くは3歳齢未満）に発症（寿命10-15年）

原因となるアレルゲンの種類から犬アトピー性皮膚炎（ダニ、スギなど

 

環境因子）、食物アレルギー（肉類など食物）、ノミアレルギー（節足動

 

物）、接触性皮膚炎（化学物質）に分類。
最初の診断基準は人のHanifin and Rajkaの基準を参考に作成（人の

 

アトピー性皮膚炎に類似）
皮内反応、血清アレルゲン特異的IgE検査が診断に利用され、近年、

 

リンパ球芽球化試験も用いられる。
特異的IgEの存在とIL-4、IL-13などが病変部位に発現していることか

 

らTh2細胞の優位な炎症反応と考えられている。

2003年にプードルのドラフトゲノムが解読、2005年にボクサーを基準に

 

コヨーテやオオカミなど野生犬を含めて犬種間を比較した一塩基多型

 

（SNPs）のデータベースCanFam2.0がBroad Institute 
(http://www.broadinstitute.org/mammals/dog)から公開。
家畜犬は3万年前に野生犬から東アジアで派生し、多くの犬種は200- 
300年前に生まれた。現在400犬種以上が存在。CanFam2.0を用いた

 

SNPアレイ解析により系統樹が作成されている。

ゲノムまたは生活様式などを背景に、犬は癌、癲癇、股関節形成不全、

 

甲状腺疾患、アレルギー、心疾患、自己免疫疾患や眼疾患のモデル動

 

物として注目されている。

ダニダニ ヒスタミンヒスタミン

下腹部下腹部前胸部前胸部

皮内反応皮内反応 犬の皮膚および骨髄より
初代培養肥満細胞の樹立に成功

初代培養皮膚肥満細胞
はIL-13の発現が高い

犬アトピー性皮膚炎の診

 

断・治療技術を有し、検体

 

収集が可能。
病態解析を行う設備・技術

 

を有する。
検体収集と候補遺伝子（IL- 
13など）の探索を順次おこ

 

ない、SNPアレイを用いた

 

網羅的解析を展開。
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